
兵 庫 県

鳥 取 県
麒麟のまち圏域

エリア紹介

　

鳥
取
市
は
県
都
と
し
て
、圏
域
の

政
治
、経
済
、文
化
の
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
お
り
、鳥
取
砂
丘
を
は
じ
め
と

す
る「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」は
、「
ユ
ネ
ス
コ

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」に
認
定
さ
れ
、鳥
取
城
跡
、

白
兎
海
岸
な
ど
歴
史・文
化
が
息
づ
く
ス
ポ
ッ
ト

や
、「
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う
」、「
松
葉
ガ
ニ
」等
の
多
様

な「
食
」、鳥
取
・
吉
岡
・
浜
村
・
鹿
野
に
湧
く

「
温
泉
」を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

近
年
は「
鳥
取
自
動
車
道
」の
開
通
や
砂
の

彫
刻
を
常
設
展
示
す
る「
鳥
取
砂
丘
砂
の
美
術

館
」が
オ
ー
プ
ン
し
、多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
って

い
ま
す
。
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鳥取砂丘砂の美術館

鳥取砂丘

　

岩
美
町
は
海
と
山
と
温
泉
の
ま
ち

で
、日
本
海
の
東
西
約
15
㎞
に
わ
た
る

リ
ア
ス
式
海
岸
は「
浦
富
海
岸
」と
呼

ば
れ
、「
山
陰
海
岸
国
立
公
園
」に
指
定
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」の
一
部
で

も
あ
り
、断
崖
絶
壁
、洞
門
、洞
窟
、奇
岩
の
中

に
白
砂
青
松
の
渚
が
点
在
し
、透
明
度
が
高

く
、海
水
浴
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
、シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
等

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、山
陰
最
古
級
の
温
泉
「
岩
井
温
泉
」は
、

頭
に
手
拭
い
を
の
せ
、唄
を
歌
い
な
が
ら
柄
杓
で

湯
を
か
け
る「
湯
か
む
り
」と
い
う
独
特
の
風
習

が
残
る
山
陰
の
秘
湯
で
す
。

浦富海岸

岩井温泉

　
八
頭
町
は「
安
徳
の
里
姫
路
公
園
」

や「
船
岡
竹
林
公
園
」、「
八
東
ふ
る
里

の
森
」な
ど
、山
々
の
大
自
然
を
満
喫

で
き
る
ほ
か
、「
因
幡
の
白
兎
伝
説
」ゆ
か
り
の
地

と
し
て
、由
緒
あ
る
社
寺
が
点
在
す
る
な
ど
、歴

史・文
化
に
溢
れ
た
ま
ち
で
す
。

　

秋
に
は
、花
御
所
柿
や
西
条
柿
、梨
、り
ん
ご

等
が
楽
し
め
、「
フ
ル
ー
ツ
の
ま
ち
」と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
若
桜
鉄
道
の「
隼
駅
」が
オ
ー
ト
バ
イ

「
ハ
ヤ
ブ
サ
」の
愛
好
者
の
聖
地
と
し
て
注
目
を

集
め
、昭
和
初
期
の
懐
か
し
さ
が
残
る
ロ
ー
カ
ル

線
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。フルーツのまち

若桜鉄道「隼駅」

　

香
美
町
は
海
と
山
に
囲
ま
れ
た

自
然
豊
か
な
ま
ち
で
、「
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
」の
一
部
を
構
成
し
、天
然

記
念
物
の「
鎧
の
袖
」や「
か
え
る
島
」な
ど
貴
重
な

地
質
遺
産
が
広
が
り
、日
本
の
夕
日
百
選
の

「
香
住
海
岸
の
夕
陽
」や
冬
の
味
覚
の
王
者「
松
葉

ガ
ニ
」等
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、大
樹
が
息
づ
く
山
々
に
は
、日
本
の
滝

百
選
の「
猿
尾
滝
」や「
棚
田
」が
広
が
り
、キ
ャ
ン

プ
や
ス
キ
ー
等
の
ア
ウ
ト
ド
ア・ス
ポ
ー
ツ
、高
級

ブ
ラ
ン
ド「
但
馬
牛
」な
ど
、四
季
を
通
じ
て
多

彩
な
景
観
、食
材
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。余部橋梁

鎧の袖

　
新
温
泉
町
は
、北
は
日
本
海
、内
陸
部

は
１
０
０
０ｍ
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
ま

ち
で
、「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」の
一
部

を
構
成
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
海
側
は
天
然
記
念
物
の「
但
馬
御
火
浦
」

や「
浜
坂
海
岸
」を
は
じ
め
と
す
る
海
岸
線
の
景

観
美
が
特
徴
で
、内
陸
側
に
は
ド
ラ
マ「
夢
千
代

日
記
」の
舞
台
と
な
っ
た「
湯
村
温
泉
」が
あ
り
、

「
荒
湯
」と
呼
ば
れ
る
湯
つ
ぼ
で
は
98
度
の
高
温

泉
が
湧
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た「
但
馬
牛
」や「
松
葉
ガ
ニ
」な
ど
高
級

ブ
ラ
ン
ド
と
称
さ
れ
る
山
海
の
幸
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

湯村温泉

但馬御火浦

　
若
桜
町
は「
氷
ノ
山
」を
代
表
と
す
る

１
０
０
０ｍ
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
緑

と
清
流
の
ま
ち
で
、登
山
や
ス
キ
ー
等

の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
ち
に
は「
蔵
通
り
・カ
リ
ヤ
通
り
」な
ど
情
緒

あ
ふ
れ
る
町
並
み
や
国
指
定
文
化
財
の
若
桜

鬼
ヶ
城
跡
や
岩
窟
に
そ
び
え
る「
不
動
院
岩
屋

堂
」が
あ
る
ほ
か
、Ｓ
Ｌ
や
Ｓ
Ｌ
を
回
す
手
動
式

の
転
車
台
、給
水
塔
が
あ
る
若
桜
駅
を
は
じ
め
、

昭
和
初
期
の
駅
舎
が
残
る「
若
桜
鉄
道
」は
、全
国

で
は
じ
め
て
沿
線
23
施
設
が一括
で
国
登
録
有
形

文
化
財
に
登
録
さ
れ
、近
代
化
遺
産
と
し
て
人
気

の
ス
ポ
ッ
ト
に
なって
い
ま
す
。

若桜鉄道

氷ノ山

　
智
頭
町
は
総
面
積
の
93
％
が
森
林

に
囲
ま
れ
た
ま
ち
で
、江
戸
時
代
に
は

交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、国
登
録

有
形
文
化
財
の「
石
谷
家
住
宅
」を
は
じ
め
と
す

る
町
屋
や
酒
蔵
な
ど「
智
頭
宿
」の
町
並
み
や「
芦

津
渓
谷
」な
ど
屈
指
の
渓
谷
美
、日
本
の
原
風
景

が
残
る
「
板
井
原
集
落
」な
ど
は
、宿
場
町
の
面

影
と
日
本
の
原
風
景
が
息
づ
く
地
と
い
え
ま
す
。

　
近
年
は
森
の
持
つ
癒
し
効
果
に
着
目
し
、運

動
、リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
保
養
効
果
を
高

め
る
一
歩
進
ん
だ
森
林
浴
が
楽
し
め
る「
森
林

セ
ラ
ピ
ー
®
」を
中
心
と
し
た
癒
し
の
里
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。智頭宿

森林セラピー®

〜
因
幡
・
但
馬
の
神
話
的
世
界
〜

霊
獣
・
麒
麟
獅
子

宇倍神社の麒麟獅子舞（鳥取市）

鳥取市

お問い合わせ先

Tottori-shi

岩美町
Iwami-cho

八頭町
Yazu-cho

香美町
Kami-cho

新温泉町
Shinonsen-cho

若桜町
Wakasa-cho

智頭町
Chizu-cho



麒
麟
の
ま
ち
圏
域

　
因
幡（
鳥
取
県
東
部
）・但
馬（
兵
庫
県
北
但
西
部
）圏
域

（
鳥
取
県
鳥
取
市
・
岩
美
町
・
若
桜
町
・
智
頭
町
・八
頭
町
、

兵
庫
県
香
美
町・新
温
泉
町
）は
、古
く
か
ら
歴
史
や
文
化
、

生
活
圏
を
共
有
し
、山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
と
中
国
山
地
に

囲
ま
れ
る
な
ど
、豊
か
な
自
然
と
山
海
の

幸
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　
麒
麟
獅
子
舞
は
こ
の
地
域
に
伝
播

し
て
い
る
重
要
な
民
俗
文
化
財
で

あ
り
、霊
獣
麒
麟
が
息
づ
く
こ
の

地
域
を「
麒
麟
の
ま
ち
」圏
域
と

呼
び
、観
光
や
移
住
定
住
な
ど

様
々
な
分
野
で
連
携
し
、魅
力

あ
る
圏
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ー
因
幡（
鳥
取
県
東
部
）・
但
馬（
兵
庫
県
北
但
西
部
）圏
域
ー

因
幡
の
代
表
的
な
麒
麟
獅
子
舞

　
昭
和
34
年
に
大
和
佐
美
命
神
社（
鳥
取
市

上
砂
見
・中
砂
見
）、宇
倍
神
社
（
鳥
取
市
国

府
町
）、平
成
10
年
に
下
味
野
神
社（
鳥
取
市

下
味
野
）、倉
田
八
幡
宮（
鳥
取
市
蔵
田
）、賀

露
神
社（
鳥
取
市
賀
露
町
）、䖝
井
神
社
（
智

頭
町
大
呂
）、澤
神
社
（
八
頭
町
才
代
）の
７
ヶ

所
の
麒
麟
獅
子
舞
が
県
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
因
幡
の
麒
麟
獅
子
舞
は
、太
鼓
、笛
、鉦
を

用
い
た
ゆ
る
や
か
な
囃
子
等
に
特
色
が
あ
り
、

一頭
で
舞
わ
れ
、但
馬
地
方
と
比
べ
テ
ン
ポ
が

緩
や
か
で
、鉦
が
穏
や
か
に
打
た
れ
る
と
い
う

異
な
っ
た
伝
承
が
見
ら
れ
ま
す
。

但
馬
の
代
表
的
な
麒
麟
獅
子
舞

　
多
く
は
春
と
秋
に
、神
社
の
祭
礼
に
お
い
て
、神
前
で
本

舞
を
奉
納
す
る
ほ
か
、氏
子
の
家
々
を
門
付
け
し
て
ま
わ

り
ま
す
。そ
の
た
め
、３
月
か
ら
７
月
、９
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
、様
々
な
と
こ
ろ
で
麒
麟
獅
子
舞
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。祭
り
に
な
る
と
、獅
子
に
頭
を
噛
ん
で
も
ら
う
習

慣
が
根
付
い
て
お
り
、子
ど
も
は
賢
く
な
り
、大
人
は
１
年

間
無
病
息
災
だ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
麒
麟
獅
子
舞
は
霊
獣
麒
麟
を
か
た
ど
っ
た
獅
子
頭
を
被
り
、

胴
幕
に
大
人
二
人
が
入
っ
て
舞
う
二
人
立
ち
の
獅
子
舞
で
、多

く
は
一
頭
で
舞
わ
れ
、地
を
這
う
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
頭
を
回
し
た

り
、ひ
ね
っ
た
り
、伸
び
上
が
る
よ
う
な
動
作
が
特
徴
的
で
す
。

　
麒
麟
獅
子
舞
の
頭
は
面
長
で
、額
に
角
、直
立
し
た
両
耳
を

持
ち
、ね
む
り
獅
子
の
異
名
が
あ
る
よ
う
に
ま
な
こ
を
閉
じ
て

お
り
、鼻
の
穴
は
天
上
に
大
き
く
開
き
、ど
こ
と
な
く
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
表
情
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、獅
子
舞
に
は
、天
狗
等
の
獅
子
の
あ
や
し
役
が
つ
き
ま

す
が
、麒
麟
獅
子
舞
は
、赤
い
面
・衣
装
・髪
の「
猩
々
」が
つ
く
の

が
特
徴
で
、長
さ
１
・５
ｍ
ほ
ど
の
赤
い
棒
を
持
ち
、麒
麟
獅
子

を
先
導
し
た
り
、緩
や
か
な
動
き
で
舞
っ
た
り
し
ま
す
。

麒
麟
獅
子
舞
が

行
わ
れ
る

時
期
と
場
所

芸
能

麒
麟
獅
子
舞

倉田八幡宮の麒麟獅子舞（鳥取市） 賀露神社の麒麟獅子舞（鳥取市）

岩井御湯神社の麒麟獅子舞（岩美町） 若桜神社の麒麟獅子舞（若桜町）

宇都野神社の麒麟獅子舞（新温泉町）

居組の麒麟獅子舞（新温泉町）三尾の麒麟獅子舞（新温泉町）

鎧の麒麟獅子舞（香美町）䖝井神社の麒麟獅子舞（智頭町） 澤神社の麒麟獅子舞（八頭町）

（
解
説
）

（
解
説
）

鳥取市

八頭町

若桜町

智頭町

岩美町
新温泉町

香美町

兵 庫 県

鳥 取 県

釧路鳥取きりん獅子舞（釧路市）

　
昭
和
47
年
に
、新
温
泉
町
の
宇
都
野
神
社（
浜
坂
）、

居
組
、三
尾
の
３
ヶ
所
の
麒
麟
獅
子
舞
が
県
の
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

但
馬
の
麒
麟
獅
子
舞
は
、太
鼓
、笛
、ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン

（
銅
拍
子
）を
用
い
た
軽
快
な
囃
子
等
に
特
色
が
あ
り
、

一
頭
ま
た
は
二
頭
で
舞
わ
れ
、因
幡
地
方
と
比
べ
テ
ン
ポ

が
速
く
、ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
が
賑
や
か
に
打
た
れ
る
と
い
う

異
な
っ
た
伝
承
が
見
ら
れ
ま
す
。

は
や
し

　
鳥
取
藩
主
池
田
光
仲
が
、慶
安
３
年（
１
６
５
０
年
）

に
鳥
取
の
樗
谿
に
日
光
東
照
宮
の
御
神
霊
を
祀
る
鳥

取
東
照
宮
を
建
立
し
、承
応
元
年（
１
６
５
２
年
）に
、

そ
の
祭
礼
の
行
列
に
麒
麟
獅
子
舞
を
登
場
さ
せ
た
の

が
始
ま
り
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
麒
麟
は
、優
れ
た
政
治
を
行
う
と
そ
の
徳
を
慕
って

出
現
す
る
と
さ
れ
る
中
国
の
想
像
上
の
動
物
で
す
。

祭
礼
行
列
で
登
場
す
る
神
楽
獅
子
の
頭
を
麒
麟
に
変

え
た
の
は
、光
仲
が
曾
祖
父
徳
川
家
康
の
よ
う
な
立

派
な
政
治
を
行
う
こ
と
の
決
意
表
明
で
あ
り
、自
身

が
家
康
の
曾
孫
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
た
め
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。獅
子
の
あ
や
し
役
の

猩
々
は
、能
の「
猩
々
」に
登
場
す
る
中
国
の
想
像
上

の
動
物
で
、能
を
愛
好
し
た
光
仲
が
能
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
て
取
り
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
以
来
、東
照
宮
の
祭
礼
に
は
必
ず
麒
麟
獅
子
舞

を
登
場
さ
せ
、そ
の
獅
子
舞
を
指
揮・
監
督
す
る「
獅

子
庄
屋
」を
任
命
し
て
い
ま
す
が
、こ
う
し
た
藩
の

姿
勢
か
ら
、因
幡一円
お
よ
び
但
馬
地
方
、そ
し
て
鳥

取
か
ら
の
移
住
者
が
多
か
っ
た
北
海
道
の
釧
路
市
や

利
尻
町
等
に
も
麒
麟
獅
子
舞
が
広
が
る
こ
と
と
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
、現
在
で
は
休
止
分
も
含
め
る
と
約

１
８
０
の
伝
承
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
３
月
に
は「
因
幡
の
麒
麟
獅
子
舞
」

お
よ
び「
但
馬
の
麒
麟
獅
子
舞
」全
体
が
、国
の
記
録

作
成
等
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
選
択

さ
れ
ま
し
た
。

お
う
ち
だ
に

し
ょ
う
じ
ょ
う

北
海
道
に
伝
承
す
る

麒
麟
獅
子
舞


